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渕晰凸褥鯰骰舅感豊吻瘍燿魃彰
(特活)道普講人理事長・木村亮氏に聞く

開発途上国の農村では、悪路が多く作つた農作物を住民が市場に運搬できないことが、彼らの農業発展や生活向上

を妨げる原因の一つとなつている。2007年 12月 に設立された (特活)道普請人は、日本の伝統技術「上のう」によ

る道路整備手法を用いて、途上国の人々が自らの手で道を持続的に整備 。維持管理していくための支援を行つてい

る。設立の背景などを理事長の木村亮 。京都大学教授に聞いた。 (聞き手 :本誌主幹 荒木 光弥/編集部 溝端 直毅)

簡 単 な 技 術 で 現 地 の 幸 せ を

一一 開発途上国にかかわるようになっ

たきっかけを教えてください。

途上国と本格的にかかわり始めたの

は、大学の助手として働きつつ博士論

文を書き終えた1993年 、京都大学の中

川博次教授 (現名誉教授)に薦めら

れ、ケニアのジョモケニヤッタ農工大

学に短期専門家として行ったことにさ

かのぼる。それ以前、まだ学生の時に

友人とともに自転車でサハラ砂漠縦断

をやったことはあるが、それまで開発

途上国やアフリカに特別な関心を抱い

たことはなかった。

ジョモケニヤッタ農工大学は国際協

力機構 (JICA)の支援のもと1978年 に

設立された。そして、その後もJICAに

よる支援プロジェクトが継続され、中

川教授は1990年 からその総括を務めて

いた。私は同大学で土木工学科目のカ

リキュラム改善などに取 り組んだが、

質の高い教科書がなく、また講義はで

きても実験のやり方を知らない現地教

師たちも多いなど、問題は多かった。

しかし、アフリカ人の人柄や現地の自

然環境などに興味を持ち、その後 7年

間にわたり、短期専 Fl家 として毎年 2

カ月間くらい滞在した。

――その後、どのような経緯で道普請

人を設立したのでしょうか。

1998年 に開催された第 2回アフリカ

開発会議 (TICAD Ⅱ)において、ア

フリカ各国の大学の共同研究への支援

や情報発信などを行う「アフリカ人造

り拠点J(AICAD)の 構想が打ち出さ
れ、その本部をジョモケニヤッタ農 E

大学に設置する

こ とが 決 ま っ

た。私はそれま

で同大学にかか

わってきた経験

から実行委員会

の国内委員に選

出されたが、自

分 もAICADの
「アフリカの貧

困削減を目指し

た人材育成Jと

いう理念に共感

していた。

しかし、人造 りというのは、工学系

の場合30の種をまいて芽が出るのは 1

つか 2つ程度だと覚悟してやる必要が

あるほど、成果を上げるのが難しいも

のだ。そこで、自らが具体的な取 り組

みを見せることで、いかに研究者の研

究成果を現地住民の貧 l■l肖1減につなげ

るかを示そうと考えた。

農業が主要な産業であるケニアにお

いては、農村部の道整備は,L木関係者

の間でも特に重要な問題となってい

た。しかし、同国には道整備をするた

めの十分な建設機械や舗装材料 もな

く、日本で使っているような最新技術

を伝えても現地の役に立つとは思えな

かった。

そんな時、中川教授から「本当の研

究者は、難しいことだけでなく、簡単

なこともできなければならない。日本

の難しい技術などではなく、簡単な技

術でアフリカの人々を幸せにする方法

を考えることが必要だ」と言われたこ

とにヒントを得て、日本が昔から伝統

的に使ってきた上のうを活用しようと

いう発想に行きついた。そしてその実

現に向け、研究を進めた。

その後、2005年にパプアニューギニ

アに在住している日本人から、「現地

では道路状況が劣悪だが、現地の人々

が自らの手で改善する良い方法はない

か」という相談を受けた。そこで、同

年 9月 から現地で本格的に道直しのプ

ロジェクトに取りかかった。ケニアの農村での作業風景
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